
第１回川口市市民投票条例策定委員会次第 

 

日 時 ： 平成２4年２月１4日（火）午後６時30分から  

場 所 ： 職員会館 3階 会議室 

 

 

 

１ 開   会 

２ 委嘱書の交付 

３ あいさつ 

４ 自己紹介 

５ 正副委員長の互選 

６ 諮   問 

７ 議   事 

・講演（住民投票条例とは） 

・委員会の進め方について 

８ そ の 他 

９ 閉   会 



Ａ 

国が国民に活動を行う 

……税の徴収、社会福祉など 

↓ 

日本国憲法の役割① 

「権力」の濫用を取り除く 

・基本的人権の保障 

 平等、表現の自由、など 

・権力分立の確立 

 国会、内閣、裁判所、など 

国 

国民 国民 国民 

Ｂ 

国民が国を作り上げる 

……選挙、市民参加 

↓ 

日本国憲法の役割② 

「権力」への参加を促す 

・選挙権・被選挙権の保障 

 公務員選定権、など 

・政治への関心を興す 

 天皇（象徴） 

 国旗・国歌（独仏など） 

 領土（韓国など） 

最高法規性（憲法９８条） 

裁判所の違憲審査権（憲法８１条） 

Ｂ 

市民が市を作り上げる 

……選挙、市民参加、協働 

↓ 

自治基本条例の役割② 

「権力」への参加を促す 

・市政への参加の保障 

市民参加（条例７条１項）

協働（条例５条）、など 

・市政への関心を興す 

 川口市の歴史など（前文）

 市政への市民の責任 

 （条例７条４項、８条…）

Ａ 

市が市民に活動を行う 

……税の徴収、社会福祉など

↓ 

自治基本条例の役割① 

「権力」の濫用を取り除く 

・市民の権利の保障 

 情報公開、行政手続、など

・権力分立の確立 

 議会、市長、職員の役割 

  と責務 行政評価など 

川口市 

市民 市民 市民 

最高規範性（条例３２条） 

運用推進委員会の検討と提言（条例３３条） 

究極目標：「自治の実現」（条例１条、２条３号） 

川口市市民投票条例策定にあたって     川口市市民投票条例策定委員会 

２０１２年２月１４日・三宅雄彦 

１ 川口市自治基本条例について 

（１）憲法の役割と構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自治基本条例の役割と構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



⑧ 

⑨ 

③ 

市が決定する 

    ↓ 

市民が外から参加 

（条例７条１項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア） 

市民が市の構成員になる 

①市長・議員になる【公職選挙法】

②地方公務員になる【地方公務員法】

 

③審議会委員になる 

 

④市の政策を決める（市民投票） 

市 

市民 

イ） 

市民が市に外から働きかける 

⑤市長・議員を選ぶ【公職選挙法】

⑥市長・議員を解職する【自治法】

 

⑦条例案を提出する【地方自治法】

 

⑧市の具体的施策に意見を表明する

 （パブリックコメント、行政手続等） 

⑨市の政策一般に意見を提出する 

 （市長への手紙等） 

 
川口市自治基本条例 

（附属機関等の委員の公募） 

第２０条  市長その他の執行機

関は、附属機関等の委員を選任す

るに当たっては、可能な限り市民

から公募しなければならない。 

川口市自治基本条例 

（市長その他の執行機関の役割及び責務） 

第１９条  市長その他の執行機関は、市政に関する重要

な事項について、説明会、懇談会、パブリック・コメン

ト手続、アンケート調査その他の効果的な方法により、

市民の意見を聴取し、市民の意思の把握に努めるととも

に、当該市民の意思を行政運営に反映させるよう努めな

ければならない。 

２  市長その他の執行機関は、市民から市政に対する意

見が提出されたときは、これを尊重するとともに、これ

に誠実に対応しなければならない。 

３  市長その他の執行機関は、前２項の規定に基づき市

民から表明された意見については、これに対する考え方

及びその対応の結果を公表するよう努めなければならな

い。  

２ 自治基本条例における市民参加 

川口市自治基本条例 

（市民の市政参加に関する権利） 

第７条  市民は、市政の運営に対

して、自ら意見を表明し市政に参

加する権利を有する。 

５  市民の市政への参加のために

必要な事項は、別に条例で定める。 

川口市自治基本条例 

（市民投票） 

第３０条  市長は、市内に住所を

有する市民若しくは議会から請

求があったとき、又は自ら必要が

あると判断したときは、市政に関

する特に重要な事項について市

民の意思を確認するため、市民投

票を実施する。 

④ 

 

 

 

 

 



 

 

川口市自治基本条例 

第３０条  市長は、Ａ 市内に住所を有する市民若しくは議会から請求があったとき、又はＢ 自

ら必要があると判断したときは、市政に関する特に重要な事項について
．．．．．．．．．．．．．．．．．

市民の意思を確認する

ため、Ｃ 市民投票を実施する。 

２  市は、Ｄ 市民投票の結果を尊重しなければならない。 

３  ア 市民投票に付することができる事項、イ 市民投票を請求する場合の要件、ウ 投票権を有

する者の資格、エ 投票及び開票の方法その他市民投票の実施に関し必要な事項は、別に条例で

定める。 

市長 

市民 

Ｃ 市民投票の実施（１項） 

 ↓ 

Ｄ 市民投票の結果の尊重（義

務）（２項） 

 

 

Ｃ 市民投票の投票権の行使 

 

 

※ 市民（第２条第１号） 

Ａ 市長が［市民投票が］必要で

あると判断（１項） 

 

 

 

 

市民投票条例で規定するべき事項（第３０条第３項） 

⇒市民投票の実施に関し必要な事項 

ア）市民投票に付す

ることができる事項 

⇒特に重要な事項 

イ）市民投票を請求

する場合の要件 

ウ）投票権を有する

者の資格 

エ）投票及び開票の

方法 

Ｂ 市内に住所を有する市民 又

は 議会からの［市民投票の］請

求（１項） 

※ 市民（第２条第１号） 

３ 市民投票手続 


